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県内における新型コロナウイルス感染症患者の発生状況について



第６波のクラスターの発生状況（保健所別）

区分 件数
保健所別件数

四国中央 西条 今治 松山市 中予 八幡浜 宇和島

高齢者施設 ３２ １ ７ ３ １４ ３ ２ ２

職場内・仕事関係 ２７ ２ ４ １ １３ ５ ２

学校 ２４ ３ ３ ４ １０ ３ １

児童施設 ２２ ３ ５ １１ ２ １

友人間・スポーツ活動等 ８ ２ ２ ２ １ １

飲食店 ７ １ １ １ １ ３

会食 ６ １ １ ２ １ １

医療機関 ６ ３ ３

福祉施設 ６ ４ １ １

計 １３８ ８ ２３ １６ ６０ １０ １３ ８

➣第６波では、 陽性者11,396名、クラスター138件（関係陽性者数1,960名）を確認。

➣ 特に、高齢者施設、職場内・仕事関係、学校、児童施設クラスターが多数発生。

➣ 松山市保健所で60件と全体の半数近くを占める。

※R4.1.4～2.28公表分
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第６波のクラスターの発生状況（第５波との比較）

第５波
（148日間：R3.7.1～11.25公表分）

第６波
（56日間：R4.1.4～2.28公表分）

職場内・

仕事関係

飲食店

友人間・

スポーツ活動等

会食

学校

高齢者施設

児童施設

医療機関

福祉施設

【第５波】
○全体陽性者：2,658名

○クラスター発生件数：40件

・関係陽性者数：399名

・１件あたり陽性者数：約10名

【第６波】
○全体陽性者：11,396名

○クラスター発生件数：138件

・関係陽性者数：1,960名

・１件あたり陽性者数：約14名

➣ 第６波では、学校、高齢者施設、児童施設クラスターが顕著に増加。

➣ 第５波では発生していなかった医療機関、福祉施設クラスターも一定数発生。

➣ 飲食店クラスターは第６波では相対的に少ない状況。



感染の連鎖を断ち切るために

➣換気が不十分な事務室等における従業員同士の接触を通じて感染拡大。

➣職員同士の会話や接触のみならず、物を介した接触感染の可能性も。

＜職場内・仕事関係＞

➣屋内外でマスクを外して行う活動による感染拡大。

➣登下校時の児童・生徒同士の接触による感染拡大。

＜学校・児童施設＞

➣職員と利用者との距離が近い入浴介助や食事介助場面等を通じて感染拡大。

➣マスクを着用していても、耳の不自由な高齢者の耳元で大声で会話を

行わざるを得ないケースも。

➡ 一度感染が持ち込まれると、拡大防止は困難

◆高齢者施設の現状

感染の連鎖を断ち切るためには、
「家庭内」に感染を持ち込まないことが重要

◆第６波のクラスターで見られた具体的な感染事例





区 分 支 給 額

1 小児への個別接種（巡回接種含む） 接種１回当たり 1,000円

＜障がい児の場合は、1に上乗せして以下のとおり加算＞

2-1 入所施設・通所事業所への巡回接種 接種１回当たり 1,000円

2-2 在宅の重度障がい児等への巡回接種 訪問１回当たり 10,000円

小児接種実施医療機関に対する財政支援

【趣 旨】 希望する小児（5歳～11歳）への接種体制を整備し、接種の機会を十分に
提供できるよう、個別接種を実施する医療機関に財政支援を行う

【支給対象】小児への個別接種（巡回接種を含む）を行う、県内に所在する医療機関

【支 給 額】 国から支払われる接種費用とは別に、以下の金額を支給


